


































































































































































































止水注入 ロ＞ の導坑掘削 立坑拡幅
－拳一 Ⅳ 回》Ⅱ -つ／
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図－５立坑施エ手順図
した止水チューブにより遮断される椛造となっている。
工期は現在，南北立坑の導坑掘i1illが終了し，拡|隔掘i1jllが
進められている。このリポートが禍１Ｍiされる頃には，立坑
工事は全て完了していることであろう。
一度分離面が生じると，そこが掘i1ilI時の新たな水みちとな
るが，トンネル内部からでは，･修復が離しい・このため．
ケーソンをあらかじめ固定するためのグラウンドアンカー
を打設するとともに，止水注入は，ケーソンとの離隔距離
を考悶したステージ注入とし，ケーソン近傍ステージは注
入圧を制限するなど，綿祷な注入櫛理の下で施工が進めら
れた（図-5)。
具体的な施工手順は次のとおりである。
①多目的自己昇降式作業台船（SEP）よりグラウンドアン
カーを打設した後，以下の注入圧を限界値として止水注
入を行う。
１ステージ：十分な土被りを有することから，静水圧の
３倍の圧力である2.0MPaを目標に注入。
２ステージ：ケーソンに影響を与える可能性のあるゾー
ンであり，１ステージの半分の１．()ＭＰａを'1,標に注入。
リサイクルの推進
建設テーマの一つとして，廃棄物の低減，リサイクルの
惟進が掲げられ，建設副産物の有効利用が進められている。
敷地造成時の伐採木については，太い幹は用材として，
枝や;根は細かく破砕されてマルチング材や土壌改良材とし
て全{ｉｔが利用されている。また，コンクリート殻やアスフ
ァルト殻は〆破砕し路盤材などに利njされている。濁水沈
殿池で発生した汚泥は，セメントや生石灰を混ぜ，ミキサ
ーで粒状化加工することにより，良質な埋戻し材としての
利用を可能とした。
リ
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３ステージ：ケーソン直下であり，O7MPaを目標に注入。
②推進機による上向き掘削により，直径2.4ｍの導坑を放
水に1まで到達させる（写真-5)。
取材を終えて
志賀原子力発電所は，自然にマッチした施設として，数
ある原子力発電所の中で，唯一経済産業省よりグッドデザ
イン賞を受賞している。今回の取材は,その所以をはっきり
と教えてくれた。また，自然への配慮は,土木技術の発展に
もつながり，今後このような事業例が増えることであろう。
２号機建設工事はほぼ半ばを超え，現場は活況を呈して
いる。ここで働く本学の教え子たちは目を輝かせ語りかけ
てくる。この“元気”が'三|本全土に広がることを希望して
やまない。
最後に，このリポー
トをまとめるにあた
り取材のお世話と資
料の提供をしていただ
いた北陸電力および工
事関係者の方々に感謝
の意を表す．
1屯 １ｍ;鞭:躯p幼In
lIn蒲詞而緬［Ⅲ廊剛一凸
写真－５導坑掘削用推進機 写真－６建設現場にて
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